
2016年 4月 29日 

日本体育・スポーツ哲学会員各位 

 

会員の皆さまには平素より学会の活動にご理解をいただき大変ありがとうございます。以下につい

て、お忙しいところ非常に恐縮ですが、少し時間を割いて検討していただけると幸いです。 

4月26日（火）に科学研究費補助金に関する説明会が東京大学安田講堂で行われました。今回の説

明会は、例年とは様子が違い、「科研費審査システム改革２０１８」に関する説明が中心だったと聞いて

おります。説明会に先立って、既に 4月22日（金）から、この改革に関する意見募集（パブリックコメント）

が実施されています。われわれの学会活動に影響を及ぼすことでもあるので、会員の皆さまには、こ

のパブリックコメントに積極的に意見を提出していただきたく存じます。この件については、学会として

も対応しますので、事務局（office@jspspe.jp）に意見をお寄せいただくことも可能です。 

以下に改革の概要とパブリックコメントについて記しますが、パブリックコメントの締め切りは 5 月 21

日（土）となっているので、早急にご対応していただけると幸いです。よろしくお願いします。 

日本体育・スポーツ哲学会  畑 孝幸（理事長） 

E-mail: office@jspspe.jp 

--------------------------------------------------- 

◇今度の改革では審査区分の設定が大きく変わります。  

●これまでの「複合領域」という領域は基本的になくなり、人文・社会系の領域は「大区分Ａ」

にまとめられています。われわれが関係する「健康・スポーツ科学」という分科は、新たに加わ

った「59010 リハビリテーション科学」と「59020 スポーツ科学」「59030 健康教育および健康

科学」の３つの小区分から成り立つ「中区分 59：健康科学およびその関連分野」に変わっていま

す。 

 

●基盤研究ＢとＣは小区分で審査されるそうですが、「スポーツ科学」のキーワードからスポー

ツ哲学・スポーツ史・スポーツ心理学・スポーツ教育学・コーチング・スポーツ文化人類学とい

った、教育や文化にかかわる分野が外れています。 

 

●従来の「身体教育学 A」と「身体教育学 B」に至っては、小区分としての独立性もなくなり、「健

康教育および健康科学」という中区分の中の１つのキーワードに成り下がってしまいました。こ

れは「身体教育」即ち「体育」が単なる健康教育に置き換えられていることを示しており、これ

まで持っていたキーワード（感性の教育、運動指導論、体育科教育、身体運動文化論、武道論な

ど…）を擁する細目ではなくなることを意味しています。このような区分では、スポーツの教育

的・文化的な研究は、これまでスポーツを研究対象として継子扱いにしてきたと思われる、それ

ぞれの母体となる親科学の区分に応募しなければならなくなります。 

 

●「教科教育」の領域もなくなります。従来からこの領域には「体育」は入っていませんでした

が、ここに申請して採択されている研究も多々あります。この領域が「身体教育」と同じように
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なくなること、ここに「体育科教育」というキーワードがないことのダメージは非常に大きいと

考えられます。 

 

●大型の基盤研究Ａは中区分「健康科学」で審査されます。同じく基盤研究Ｓは大区分Ｉで審査

されます。この大区分は医学関連分野で構成されているので、体育・スポーツ関連の大型研究に

教育・文化関連の領域は含まれないことになります。 

 

●これまでは第一段審査の審査員と第二段審査の審査員が異なっていましたが、この改革では第

一段審査の審査員が第二段審査の審査員を継続して行うことになります。今の第二段審査員は、

少数の審査員が領域を問わずに選出されているので、内容が不案内な申請についても最終審査を

しなければならないのですが、内容が良く分かる第一段審査員が最終審査まで行ったほうが良い

ということのようです。 

 

●改革案では「身体教育学 B]のキーワードは、その殆どが削除されています。 

「身体教育学」について、少なくとも小区分への復活、現在そこに含まれているキーワード（感

性の教育、身体運動文化論、体育科教育、身体性哲学など…）の復活、「スポーツ科学」に含ま

れているキーワード（スポーツ哲学、スポーツ史、スポーツ教育学など…）の復活を求めること

が考えられます。 

 

◇この改革に関する今後の予定は次のとおりです。 

＜平成 28年度＞ 

・パブリックコメントを実施（30日間程度）【4月 22日～5月 21日予定】 

・パブリックコメントの意見を踏まえ、科学研究費補助金審査部会及び日本学術振興会で再検討 

・「科研費審査システム改革 2018」の内容について審議・決定 

＜平成 29年 9月＞ 

・平成 30年度助成（平成 29年9月に公募）より新しい審査システムへ移行 

 

◇最後に、添付の書類は 26日に行われた説明会の資料ですが、この資料は、補足の説明とともに、

文部科学省のホームページからも閲覧できます。次の URLをたどってください。 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/1367693.htm 

 

◇パブリックコメントへの意見提出は次の URLに示したページをご覧ください。 

・意見募集について 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/1370040.htm 

・改革の詳細 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/1370049.htm 

・意見提出フォーム 

https://reg34.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=minf-tasdr-60f69793bafcef024a04f4e0de074e8b 
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